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対象と検索条件は表 1 に示す。収集された用例は 129 例、漢語動名詞の異なり語数は 78 語である。
表１　「漢語動名詞を（は）まかせる」文の検索条件





















判断 6 案内 1 守備 1 教育 １
管理 6 作成 1 執行 1 操作 1
運用 5 検討 1 執筆 1 交渉 1
経営 4 監視 1 配達 1
選択 3 警戒 1 造営 1
尾行 2 処理 1 差配 1
支配 2 生活 1 処置 1
統治 2 交渉 1 教育 1
運営 2 質問 1 収集 1
世話 2 耕作 1 選定 1
家事 2 倒産 1 徴収 1
介護 2 排泄 1 指摘 1
留守 2 決定 1 処遇 1
折衝 2 構築 1 広告 1
指揮 2 板書 1 規制 1
対応 1 解釈 1 加工 1
機能 1 生産 1 救済 1
進行 1 接待 1 審査 1
利用 1 修理 1 実験 1
担当 1 演出 1 養育 1
用意 1 治療 1 貯金 1
報告 1 供給 1
　を格の漢語動名詞と「まかせる」の語結合を述部とする文は、主語がすべて人名詞か、「株主総会」
「サッカー協会」「米国」などのような組織を表す名詞であり、物名詞や事名詞、現象名詞が現れる
ことはない。また、「まかせる」と結合する漢語動名詞はすべて意志的な動作を表すものである。
そして、補語になるのは、「自然にまかせる」のようなごくわずかな例外の除き、ほとんどが人名
詞である。これは「まかせる」が語彙的な意味を保持しているからである。
3.　を格の漢語動名詞と「まかせる」の語結合を述部とする文と使役文
　以下では、先行研究における使役文のヴォイス性の記述を参考にして、を格の漢語動名詞と「ま
かせる」の語結合を述部とする文のヴォイス性について記述する。
　使役文の記述では、使役動作と動作の連鎖に注目する必要がある。この連鎖を前提として、佐藤
（1986、1990）や早津（2016）では、まず使役文の主語が人名詞か事名詞かによって分けている。
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そして、主語が人名詞である使役文については、その動作が意志的か非意志的かに注目している。
　佐藤（1986）は、人の意志的動作の使役文を「動作の源泉」2 によって「指令」と「許可・放任」
の二つのタイプに分ける。「指令」とは、使役主体の目的意識、あるいは意図のなかに動作を引き
起こす目論見があらかじめ用意されていて、命令などの手段で動作主体にはたらきかけるもので、
「許可・放任」とは、使役主体からのはたらきかけの結果引き起こされたものではなく、動作主体
自身から発したものである。
　　「指令」の例：
　　・母は呼吸のつまったような苦しい声をだして、下女にぬれ手ぬぐいを持ってこさした。
（佐藤 1986: 113）
　　・ 「ふん！なおるまであなたが看病してやるんですか。私はいやですよ。あなたが自分でかせ
いで、医者代も薬代もみんな出してくださるなら、それでもけっこうですよ。あなたが半病
人でぶらぶらしていて、私がいそがしい思いをして働いて、そのおかねで療養させるのはまっ
ぴらよ。そんな義理はありませんよ。冗談じゃないわ、ほんとに。千加子は今日のうちに連
れていきますからね。」（佐藤 1986: 126）
　　「許可・放任」の例：
　　・一か月で拷問の傷がなおると、はじめて彼を母親に面会させた。（佐藤 1986: 126）
　　・ そこへちょうど岡田が通りかかって、帽をぬいで会釈をした。お玉は帚を持ったまま顔をまっ
かにして棒立ちにたっていたが、何もいうことができずに、岡田を行きすぎさせてしまった。
お玉は手を焼いた火箸をほうりだすように帚をすてて、雪踏を脱いで急いであがった。
（佐藤 1986: 131）
　一方、早津（2016）は、「使役主体の目的」3 によって、人の意志的動作の使役文を「つかいだて（他
者利用）」と「みちびき（他者誘導）」の二つのタイプに分ける。「つかいだて（他者利用）」とは、
使役主体が、自分自身がある状態を享受したいという目的や意図をもち、しかしそのために必要な
2　 動作の源泉に関して、佐藤（1986: 110）は「人が　人に（を）　～（意志動作）させる」文があらわすできご
とは，使役主体のなんらかのうごき（はたらきかけ）がなければ動作主体の動作そのものが生じえないばあ
いと，使役主体のうごき（はたらきかけ）のありなしにかかわらず，動作主体の動作が生じるばあいとがある。」
と説明している。
3　 使役の目的・意図に関して、早津（2016: 89）は、「使役文の主語が他者の動作の引きおこし手であるという
ことは、使役文の機能構造として当然のことではあるが、意味を考えるうえで重要な特徴である。人（使役
主体）が他者（動作主体）にある意志動作を行わせるとすれば、それはふつう何らかの目的あるいは意図があっ
てのことであり、そのことが使役文の性質に反映していると考えられるからである」と説明している。
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動作を自身が行うのではなく、それを実現させるにふさわしいとみなす他者（＝動作主体）を利用
してそれを実現させることである。「みちびき（他者誘導）」とは、使役主体が、他者（＝動作主体）
をある状態を享受するようにみちびきたいという目的や意図をもち、その状態をもたらすのにふさ
わしい動作を動作主体に行わせることである。
　　「つかいだて（他者利用）」の例：
　　・ 十吉は……新治に合図をして、調革をエンジンにつけさせ、それを舟べりのローラア・シャ
フトに巻かせた。（早津 2016: 95）
　　・ それは、先生がヨーロッパ留学中、勉強のための金がもっと必要だと親をあざむき、母親か
らその金を送らせては、オペラをみたり、旅行をしたりしたという話であった。
（早津 2016: 96）
　　「みちびき（他者誘導）」の例：
　　・ 加世は松恵の器用さを見込んで、請合いもののなかから簡単な縫い物を廻してときどき小遣
いを稼がせてくれたりする。（早津 2016: 97）
　　・ 鮎太はそこで留吉と幸夫を家へ帰らせた。夕食を食べていないんで腹が減ったと訴えたから
である。（早津 2016: 97）
　を格の漢語動名詞と「まかせる」の語結合を述部とする文も、動作は意志的であり、佐藤や早津
の意志的動作の場合の使役文の記述が参考になる。つまり、佐藤の「動作源泉のありか」と早津の
「目的」の観点は、を格の漢語動名詞と「まかせる」の語結合を述部とする文についても有効であ
ると思われる。ただし、前者に関しては、「動作源泉」が主語と補語のさす人物のどちらにあるか
という二者択一的なものなので、そのまま適用できるが、「目的」については、意志的動作の使役
文と「まかせる」文では、その範囲が異なると考えられるので、用例によって改めて検討しなけれ
ばならないだろう。以下、そうした観点から、「まかせる」文をいくつかのタイプにわけてみる。
3.1　タイプⅠ
　最初に取り上げるタイプⅠは、自分がすべきことを他人に代行させるものである。
　　１　 廊下にスリッパの音を響かせながら、良子の母親の菊子が顔中を笑いにして姿を現わした。
良子はほっとした。軍人の相手は、正直息がつまる。その点、元旭川で軍人相手の芸妓だっ
た菊子は達者なものであった。良子は靴をぬいであがりこんだ軍人たちに目礼すると、そ
の後の接待を母にまかせて、玄関をかたづける作業に戻った。菊子はにぎやかな笑い声を
たてながら、軍人たちを二階に案内して行った。その声が階上に遠ざかるのを聞きながら、
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良子は軍人たちの編上靴を靴箱に入れた。（凍れる瞳）
　　２　 従業員を雇い、人を育てることは非常にやりがいのある仕事です。あなたがもし、この世
界だけにとどまって終わりとするのは嫌だという場合には、育てた人間に事務所の運営を
任せ、ほかの世界で起業するのも面白いでしょうし、もしも人を雇うことなど考えていな
いのであれば、ある程度の収入を築いたら奥さんや家族と悠々自適の生活を送るのもいい
でしょう。（｢社労士｣ になって独立・開業）
　　３　 子供の場合は、一人前になるまで教育せねばならぬ責任を負っているから、叱ることも文
句をいうことも必要で、可愛い可愛いではすまない。孫の場合は、親がいるのだから、教
育はまかせておけばよく、可愛がるだけでいいのである。孫のほうも、叱る父母より甘え
やすく、おばあちゃん子ができるのも当然だ。（女 60 代輝いて生きる）
　　４　 サーリプッタとモッガラーナという二大弟子もかれらに加わった。かれらは離反者を連れ
戻すために、ブッダが派遣したのであった。しかし高慢のため盲目になったデーヴァダッ
タは、かれらが来た理由を誤解した。教団のもっとも重要な二人が来たことを喜び、かれ
らに弟子の教育を任せて、自分は休息した。（ブッダ）
　　５　 メリー藤田は二千ドルを手にしている高野秀太という男に向かって、自分は山口県防府市
に美容院をもち弟子に経営をまかせて渡米してきたが、自分名義の店舗だから毎月所定の
収入がある。（生き残った人びと）
　　６　 八月十一日、東大教授は頭蓋骨を見たが、自分が作成したことになっている「鑑定書」を、
その時点で見ていない。ヨーロッパへ出張したので、講師歴二十年の補助者に作成をまか
せたという。法廷に出た東大教授は、詳しい鑑定証言を求める弁護人に対し、「胴体を見
た先生に聞きなさい！」と怒鳴ったが、当の先生は死んでいる。（人が人を裁くということ）
　このタイプの「まかせる」文は、動作源泉のありかという観点から見ると、「まかせる」主体か
らのはたらきかけ（代行の依頼）がなければ動作そのものが生じないということから、動作の源泉
は「まかせる」主体にあるといえる。
　では、「まかせる」目的は何であろうか。それは、まさに「代行」という点に求められる。自分
はしたくない、ほかにやることがある、などの理由で、自ら行うことを避け、別の人にやってもら
うのである。上の例は、いずれもそうした特徴をもっているといえるだろう。例えば、例４の「ま
かせる」主体である「デーヴァダッタ」は、もともと弟子を教育していたが、「サーリプッタ」と「モッ
ガラーナ」にまかせた後、その二人が弟子を教育し、「デーヴァダッタ」はその間体息する。例 5
の「まかせる」主体である「藤田」は、美容院の経営を弟子にまかせた後、渡米し、経営から離れ
る。
　タイプⅠの「まかせる」文は、動作源泉が使役主体である「指令」の使役文に言い換えることが
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できる場合が多い。例えば、例６は「作成させる」でもいいだろう。一方、当然のことだが、「指令」
の使役文を「まかせる」文にすることはできないことが多い。多くの「指令」の使役文は「代行」
を表さないからである。
　　７　 不健康な生活習慣やライフスタイルを修正するためには，セルフケアの方向に治療を進め
る。そのためには，睡眠時間，食事時間，余暇に費やした時間などを指標にしたライフス
ケジュール表を患者自身に作成させる（モニタリング）。（ストレスの事典）
3.2　タイプⅡ
　タイプⅡは、自分の利益に関わることについて、自分ではうまくできない、専門家など、それを
うまくできる他者がいる、などの理由により、動作を他者に委ねるという意味を表すものである。
　　８　 ディーラーに行かないとちゃんとした修理が受けられないとしたら、こんな不便な話はあ
りません。たとえば、いままでホンダのクルマに乗っていて、近所の正直で腕がいい修理
工場にいつも車検や修理を任せていた。しかし、トヨタのクルマに乗り換えたら、いまま
で自分が使っていた修理工場が使えなくなる、というのでは困ります。（デジタルな経済）
　　９　 国内の産地はたくさんある。奈良、愛媛、千葉、栃木、熊本、岡山…。現在、つき合いが
いちばん長くなったのは、徳島県にある栗専門の会社だ。シーズンに入ると最初に無糖の
ピューレが届き、味見した上で「三十五～四十％の加糖で」と糖度から注文を出し、炊い
てピューレにするまでの加工を任せている。（名門ホテルのパティスリー）
　　10　 「もし連絡がなかったら、勝手に処分するのはまずくないのかい」私はこの不動産屋に一
切の管理を任せている。違法なことをされてはかなわない。（ザ・ベストミステリーズ）
　タイプⅡも、タイプⅠと同様、他者へのはたらきかけ（委託）がなければ、その動作が生じない
という点で、動作の源泉は「まかせる」主体にある。ただし、タイプⅠの場合は、自分が動作主体
から外れるということに「まかせる」意図があるのに対して、タイプⅡの場合は、最適な動作主体
を選ぶということに「まかせる」意図がある。つまり、両者は、目的・意図が違うのであって、そ
の点がタイプとして区別する根拠になる。
　このタイプの「まかせる」文も、ほとんどが指令の使役文に言い換えることができる。
3.3　タイプⅢ
　タイプⅢの「まかせる」文は、国家的・社会的・組織的な目標の達成のために、あるメンバーに
仕事の分担を割り振るという意味を表すものである。
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　　11　 弘仁年間（八百十～八百二十四）に再び訪れ、寺号を観心寺に改めたといわれる。地理的
に、観心寺は高野山と京を結ぶ道中にあったため、布教の拠点として重要であった。空海
は、弟子の実恵（道興大師）に寺院の造営を任せた。実恵は淳和天皇から伽藍建立を拝命
して、弟子の真紹とともに天長四（八百二十七）年から堂塔伽藍を整備した。
（五木寛之の百寺巡礼）
　　12　 高祖は世間の反感が強い秦の法家思想ではなく、道家思想を支配理念とした。また高祖は
周の封建制と秦の郡県制を併用する郡国制という統治体制をとった。つまり功臣や劉一族
は王侯に封じ、地方の統治を任せるが、土地をことごとく王侯に与えるのではなく、漢帝
室の直轄地も確保し、ここは秦の郡県制を引き継ぎ、官僚を任命して直接統治をした。
（エピソードで楽しくわかる ｢故事成語｣）
　このタイプでも、その動作は、「まかせる」主体からのはたらきかけ（指示）がなければ、動作
は生じない。これまでのタイプと同じく、動作の源泉は、「まかせる」主体にあるといえよう。
　また、目的・意図という観点から見ると、適任者を選んでまかせている点で、タイプⅡと似てい
るが、「まかせる」目的は、自己の利益の追求ではなく、国家的・社会的・組織的な目標の達成に
ある点が違う。したがって、「まかせる」主体と動作主体との間には、上位者・下位者の関係があ
るものが多い。
　このタイプの「まかせる」文は、これまで取り上げたタイプのなかでもっとも「指令」の使役文
に近く、あまり意味を変えずに言い換えが可能である。
3.4　タイプⅣ
　タイプⅣの「まかせる」文は、相手がしたいようにさせる、そういうことを許すという意味を表
すものである。このタイプの用例は、書き言葉資料では非常に少なく、今回の調査では、次の１例
しか見つからなかった。「（私に）まかせてほしい」「（私に）まかせてくれ／まかせてください」「（私
に）まかせろ／まかせなさい」などの形式の例は、基本的にこのタイプになるので、話し言葉資料
なら、もう少し見つけやすいだろう。
　　13　 時として、メーカーと代理店である商社との関係に心理的距離の大きい例が見られる。メー
カーの営業担当者は「自分は商社の営業と同じくらい交渉を知っている」と主張すること
が多い。一方、商社の営業担当者は代理店であるがために、「交渉は委せろ」とメーカー
の担当者に強く主張できない。結果として、メーカーの営業担当者は交渉のプロのような
顔をして商社の担当者に細かく指示を与え始める。商社の担当者は心の中で「英語で直接
に交渉できないくせに、好き勝手なことばかりいう」と不信感を抱き始める。そして、い
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つの間にか、交渉依頼主であるメーカーと交渉代理人である商社との心理的距離を乖離さ
せることになる。（交渉力）
　この例は命令文であり、動作の源泉や目的を考えるときに複雑になるので、「交渉をまかせろと
彼がいうから、彼にまかせた」のように、叙述文に書き換えたうえで検討することにする。
　このタイプの「まかせる」文は、動作主体の願望や欲求が動作の発端であるので、これまでのタ
イプとは違って、動作の源泉は動作主体にあるといえる。ただし、「放任」の使役文のように、「ま
かせる」主体が動作の実現にまったく関与しないということはない。「まかせる」主体は「許可」
を出す立場にある。したがって、「許可」の使役文に近い。また、「まかせる」のは、「まかせる」
主体の利益のためであって、自分に利益がないような動作には「許可」を出さない。その点では、
これまでのタイプと大きくは異ならない。
　実は、このタイプⅣは、これまでに見たタイプⅠ、Ⅱ、Ⅲのそれぞれについて、動作の源泉を「ま
かせる」主体から動作主体に移したものと位置づけることができる。例 13 は、タイプⅡに対応する。
　・弟が母を介護してもいいというので、まかせた。（タイプⅠに対応）
　・ディーラーが車の修理をまかせてほしいというので、まかせた。（タイプⅡに対応）
　・優秀な部下がこの業務の担当を申し出てきたので、まかせた。（タイプⅢに対応）
3.5　タイプⅤ
　このタイプは、動作主体を信頼し、それが行うことに干渉しないという意味を表すものである。
　　14　 「どちらも程度の差こそあれ貧しい国である。しかし社会的弱者は、国家ではなく、誰か
が―主に家族や親戚や村の人が―徹底して面倒を見る、ということだ。彼らはそのような
救済を国家や社会に任せようなどとは全く思わない。日本人にそのような惻隠の情がなく
なったから、見捨てられる人がでてきた、とも言える。（大説でなくて小説）
　　15　 「弁護士の人見先生は、こうおっしゃっていましたわ。たとえ、正当防衛が成立するよう
にみえても、現場に残された証拠などから、そのことが明白でない場合、検察官は、一応、
起訴するんじゃないかって…正当防衛かどうかの判断を裁判所にまかせるらしいんです。
もし、そういうことになったら、裁判が終わるまで、わたし、拘置所へ入っていなければ
ならないわけですものね」（不在証明は女たちのゲーム）
　このタイプの「まかせる」文の場合、動作の源泉はタイプⅣと同じく、動作主体にある。しかし、
タイプⅣの場合、「許可」という「まかせる」主体からの消極的なはたらきかけがあったのに対して、
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このタイプでは、「まかせる」主体からのはたらきかけがまったくない。その意味では、「放任」の
使役文に似ている。しかし、これらの例を「させる」に置き換えても、「放任」の使役文にはならず、
「指令」の使役文になって、大きく意味が変わってしまう。
　このタイプの「まかせる」目的・意図は、他者が行うことへの不関与ということである。
3.6　タイプⅥ
　「まかせる」文の特殊な例として、無情物が動作主体の位置にくるものがある。無情物は動作を
する能力がないので、動作主体として捉えることができない。その時、「まかせる」文はもはや使
役との接点を完全に失う。したがって、動作の源泉や目的を問題にすることができない。
　　16　 ところが、その流れに逆らって政府が国民の税金を銀行に投入して、建設会社の借入金を
免除して建設業界を守るから、この業界だけは供給が減らないで逆に増加傾向をたどって、
業界全体が余計に苦しくなって、いま社員の雇用調整が激化した。千九百六十年代の米国
は、この時に建設会社の倒産を自然に任せたので、先に供給が減ってから需要が減って、
デフレ型の不況にはならずにインフレ型に推移した。だから米国の経済は、情報産業で景
気が上向いた後でも回復が早かったが、日本の場合はデフレ型不況なので回復が遅い。
（CM が建築を変える）
　　17　 程子は仁を行なうのに孝弟が本だという有子の言を、孝弟によって仁に至るととるのはま
ちがいで、仁を行なうのに孝弟より始まると解すべきだという。孝弟とは、体であり性の
概念である仁の用としての一事だというのである。朱子は仁を体とする立場と有子の言と
の間を整合化する解釈を、この程子の言にまかせている。その上で朱子はさきに引いたあ
の注釈文を書いているのである。（伊藤仁斎の世界）
　しかし、このタイプが他のタイプから完全に孤立しているわけではない。タイプⅤの「不関与」
という特徴は、このタイプの特徴でもある。
4.　おわりに
　以上、本稿では、佐藤（1986、1990）と早津（2016）における使役文の記述を参考にしつつ、を
格漢語動名詞と動詞「まかせる」の語結合を述部とする文のヴォイス性について記述した。こうし
た文をヴォイスの観点から考察したものは、おそらくこれまでになかったと思われる。もっとも近
いのは村木の機能動詞の研究であるが、本稿の考察対象は機能動詞の範囲を越えている。ここで取
り上げたものも、機能動詞結合と同じく「語彙統語論的」な手続きの一種ではあるが、より語彙的
な性質が強いといえよう。
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　を格漢語動名詞と動詞「まかせる」の語結合を述部とする文には、意外にも、使役文に言い換え
られるものが多い。しかし、本稿の目的は、「まかせる」文が使役文の一種であると主張すること
ではない。そもそも使役文にも中心的なものから周辺的なものまで、多様なタイプが存在するので、
そのような位置づけも不可能ではないと思われるが、より重要なのは、「動詞の表す動きの関与者
の統語論的な機能と意味論的な役割の相互関係の体系」というヴォイスの定義にしたがって、「ま
かせる」文の特徴をヴォイス性の観点から記述することが十分に可能であるということである。を
格漢語動名詞とほかの動詞とのくみあわせにも、このような方法論によって記述することが可能で
あるものがいくつか存在することを筆者は把握しているが、それらの記述は別稿に譲る。
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